
◎ ,

も

ち

つ
き

に
歓

声

相
内
保
育
所

（高
松
隆
三
所
長

・
園
児
七
十
八
人
）
で
は
十
二
月

十
五
日
、
も
ち
つ
き
会
を
行
い
、

園
児
た
ち
は
か
わ
い
い
エ
プ
ロ
ン

と
三
角
き
ん
を
締
め
て
次
々
と
キ

ネ
を
持
ち
上
げ
、
ペ
ッ
タ
ン
コ
、

ペ
ッ
タ
ン
コ
と
歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
、
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
＾

相
内
保
育
所
で
は
、
昔
な
が
ら

の
風
情
あ
る
も
ち
つ
き
を
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当

日
は
朝
早
く
か
ら
お
母
さ
ん
た
ち

が
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
合
し
て
、

初
め
は
お
父
さ
ん
た
ち
が
も
ち
を

つ
き
あ
げ
る
の
を
行
儀
よ
く
、
待

ち
遠
し
そ
う
に
み
て
い
た
が
、
も

ち
が
つ
き
あ
が
る
と
、
お
母
さ
ん

た
ち
と

一
緒
に
、
か
わ
い
い
手
で

こ
ね
て
丸
め
、
も
ち
の
つ
く
り
方

を
教
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
と

一
緒
に
な

っ
て
舌
鼓
を
打

歓声をあげてもちつきを楽しむよい子たち 帥時
12月号

No.170
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講演する

小田原金―先生

みんなで回げよう□の輔ふれあいの輔

Ｉ
Ю
∞
Ю
Ｉ

意
欲
的
に
福
祉
事
業
を
推
進

つ
ど
い
で
理
解
を
深
め
合
う

国
際
障
害
者
年
に
ち
な
み
十

一

月
二
十
七
日
、
相
内
児
童
館
で
村

民
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

「あ
す
な
ろ

の
つ
ど
い
」
を
聞
き
ま
し
た
。

つ
ど
い
に
は
村
民
約
百
八
十
人

が
参
加
し
て
国
際
障
害
者
年
の
意

義
と
障
害
者
問
題
に
対
す
る
理
解

を
深
み
合
い
ま
し
た
。

本
村
の
心
身
に
障
害
を
持
つ
人

た
ち
は
二
百
六
十
人
に
の
ば
り
、

障
害
者
は
村
民
十
五
人
に
一
人
と

い
う
高
い
比
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
障
害
を
持
つ
人
も

持
た
な
い
人
も
す
べ
て
が
平
等
な

権
利
と
友
情
と
連
帯
に
結
ば
れ
た
、

新
し
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
―
と
の

趣
旨
で
開
か
れ
た

「
つ
ど
い
」
は
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
川
村
長
は
、
「国
際
障

害
者
年
」
は
今
年
が
ス
タ
ー
ト
で

あ
り
、
向
う
十
年
間
の
事
業
と
し

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。
障
害
者

の
か
た
が
た
も
可
能
な
か
ぎ
り
、

地
域
社
会
の
活
動
に
参
加
す
る
な

ど
、
こ
の
機
会
を
積
極
的
に
活
用

し
て
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

障
害
者
福
祉
事
業
へ
の
意
欲
を
示

次
い
で
青
森
市
在
住
の
教
育
評

論
家
小
田
原
金

一
先
生
が

「
心
の

ふ
れ
あ

い
」
と
題
し
て
講
演
。
「障

害
者
を
出
さ
な
い
第

一
の
方
法
は

子
ど
も
の
養
育
に
あ
る
。
極
力
母

乳
で
育
て
る
こ
と
」
な
ど
と
、
独

特
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
講

話
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
各
地

区
の
婦
人
会
に
よ
る
手
踊
り
な
ど

芸
能
発
表
が
あ
り
、
な
ご
や
か
な

一
日
を
送
り
ま
し
た
。

「完
全
参
加
と
平
等
」
と

い
う
画
期
的
な
テ
ー
マ
の
真

の
実
現
の
た
め
に
、
国
際
障

害
者
年
の
本
年
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
「障
害
を
持

つ
人
も
、

障
害
の
な
い
人
も
す
べ
て
の

人
び
と
が
平
等
な
権
利
と
、

友
情
と
連
帯
に
結
ば
れ
た
新

し
い
社
会
」
を
つ
く
る
た
め
に

い
ま
こ
そ
力
強
い
第

一
歩
を

ふ
み
だ
し
ま
し
ょ
う
。

完全参加と平等

健康で生きがいのある老後を

高まる学習意欲

市
浦
村

・
金
木
地
区
農
業
改
良

普
及
所
共
催
の
や
ま
び

こ
大
学

「
こ
と
ぶ
き
学
級
」
は
、
十

一
月

二
十
二
日
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
約
百
人
が
出
席
し
て
意

見
発
表
や

「観
賞
菊
」
を
持
ち
寄

り
、
な
ご
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過

や
ま
び
こ
大
学

「
こ
と
ぶ
き
学

級
」
は
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
老
後
―
―
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
月

一

回
平
均
に
学
習
を
積
み
重
ね
て
き

た
も
の
で
す
。

こ
の
日
持
ち
寄

っ
た
「観
賞
菊
」

は
、
去
る
六
月
金
木
地
区
農
業
改

良
普
及
所
の
三
上
主
任
の
指
導
を

受
け
、
配
ば
ら
れ
た
苗
を
そ
れ
ぞ

れ
が
持
ち
帰

っ
て
育
て
て
き
た
も

の
で
、
い
ず
れ
も
み
ご
と
に
育
て

あ
げ
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
。

ま
た
、
こ
の
日
は
各
老
人
ク
ラ

プ
の
代
表
か
ら
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
老
後
に
つ
い
て
の
意
見

発
表
が
あ
り
、
金
木
地
区
農
業
改

良
普
及
所
の
葛
西
賢
二
郎
所
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

集
ま

っ
た

″学
級
生
″
は
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
、
展
示
さ
れ
た
「観

賞
菊
」
を

″
サ
カ
ナ
″
に

一
献
く

み
か
わ
し
、
勉
強
の
成
果
と

″健

康
で
生
き
が
い
″
の
あ
る
ひ
と
と

き
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

立ちあがる甲にあなたの甲を

友情と連帯に結ばれた新しい社会をつくろう

とお互いが理解を深めあいました

「観贅菊」を持ち寄り、展示会も行いました
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来年8月完成めざす

住
民
福
祉
の
向
上
と

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
拠
点
に

村
民
か
ら
要
望
の
あ

っ
た
コ
ミ
　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
　
　
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た
総
合

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
ニ
カ
年
　
　
―
の
北
側
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
　
　
的
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

継
続
事
業
で
ス
タ
ー
ト
し
、
来
年
　
　
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

　

　

に
な

っ
て
い
ま
す
。

八
月
完
成

へ
む
け
て
工
事
は
急
ピ
　
　
廊
下
で
結
ば
れ
、
完
成
す
る
と
住

ッ
チ
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
民
の
健
康
増
進
と
あ
ゎ
せ
て
、
住

当
村
に
は
、
各
集
落
ご
と
に
集
　
　
み
の
集
会
、
研
修
、
大
会
、
行
事

会
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
　
等
の
開
催
に
は
大
き
な
支
障
を
き

こ
れ
ら
施
設
の
総
合
的
な
機
能
を
　
　
た
し
て
い
ま
す
。

持
つ
中
央
公
民
館
的
性
格
の
施
設
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

は
な
く
、
冠
婚
葬
祭
や
村
民
ぐ
る
　
　
設
は
、
社
会
教
育
の
振
興
と
基
幹

集
落
の
育
成
、
更
に
は
地
域
社
会

の
再
編
を
は
か
る
こ
と
と
し
、
住

民
相
互
が
心
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
明
る
く
住
め
る
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
社
会
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

て
で
総
工
事
費
は
、
二
億
八
千
六

百
八
十
三
万
三
千
円
。

総
床
面
積
は
、　
一
千
四
百
六
十

八

・
八
平
方
層
で
、
内
部
施
設
の

主
な
も
の
は
、
二
百
二
十
二

・
七

平
方
層
の
式
場
（和
室
百
三
百
五
十

六

・
五
平
方
屑
の
ス
テ
ー
ジ
付
き

ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
老
人
室
、
茶
室
、

視
聴
党
室
、
育
児
相
談
室
、
加
工

実
習
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
基
礎
工
事
も
終
え
来

年
八
月
竣
工
を
め
ざ
し
て

い
ま

す
が
、
村
で
は
、
社
会
教
育
と
関

連
さ
せ
、
住
民
が
よ
り
人
間
的
に

豊
か
に
住
め
る

「
ふ
る
さ
と
づ
く

形
成
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま

―
は
、
各
地
区
集
落
に
設
置
さ
れ

て
い
る
集
会
施
設
の
総
合
的
セ
ン

タ
ー
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
住
民

一
人

一
人
が
積
極
的

に
地
域
社
会
づ
く
り
に
参
加
す
る

気
運
を
高
め
、
明
る
く
豊
か
な
住

み
よ
い
村
づ
く
り
に
つ
と
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

″名
づ
け
親
″
に

な
り
ま
せ
ん
か

村
民
が
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ

て
明
る
く
豊
か
に
住
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
社
会
の
形
成
を
は
か
る
た

名
称
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

村
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
に
す

る
た
め
に
、
村
民
多
数
の
応
募
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
応
募
要
領
　
一
人

一
点

▽
応
募
〆
切
日
、
昭
和
五
十
七
年

一
月
二
十

一
日
。

▽
入
選

一
人
、
佳
作
二
人
に
は
賞

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。

▽
人
選
発
表
は
、
昭
和
五
十
七
年

三
月

一
日
。
　
　
　
・

詳
し
い
こ
と
は
、
市
浦
村
役
場

企
画
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

姉
浦
中
学
轍

鶴

賀

善

宏

近
年
特

に

「
社
会
教
育

の
充
実

が
さ
け
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
同

時
に
社
会
教
育
の
施
設
の
充
実
が

各
地
で
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
浦

村
に
参
り
ま
し
て
か
ら
家
庭
教
育

学
級

・
連
合
婦
人
会

。
商
工
会

・

農
協

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
子
ど
も
会
等
の

会
合
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
各
部
落
の
集
会
所

。
公

民
館
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
が

村
民
の
利
用
は
い
ま

一
歩
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
相
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
り

一
日
も
早
く
完
成
さ
れ
る
こ

と
を
待

っ
て
い
る

一
人
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
の
は

「
そ

の
地
域
に
住
む
人
々
が
温
か
な
心

の
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
て
話
し
合

い

助
け
合

い

。
よ
り
よ
い
環
境
や
心

豊
か
な
暮
ら
し
を
求
め
て
協
力
し

あ
え
る
む
ら
づ
く
り
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
や
が
て
で
き
る
セ
ン
タ

ー
で
多
く
の
村
民
の
学
習
の
場
が

で
き
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ

と
思

っ
て
い
ま
す

。
海
洋
セ
ン
タ

ー
も
ず

い
ぶ
ん
利
用
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
村
民
が
利
用
し
や

す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

早期完成が待たれるコミュニティセンターは、今

急ビッチの工事ですすめられている

ひとこと



村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
で

親
睦
深
め
る

第
五
回
村
民
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
は
、
十

一
月
二
十
八
、
二
十
九

の
両
日
、
村
民
約
六
十
人
が
参
加

し
て
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

体
育
協
会

⌒山
田
勝
明
会
長
）

と
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会

（古
川

政
幸
会
長
）で
は
、
″美
容
と
健
康
″

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
普
及
を
目
的
に

村
民
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
を
積
極
的
に
す
す
め
て
き

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
特
に
女
性

の
間
で
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

し
た
が
、
最
近
で
は
村
民
の
健
康

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
誰
に
で
も
気
軽

に
楽
し
く
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
市
浦
村
教
育
委

員
会
が
主
催

（体
育
協
会
主
管
）

し
た
も
の
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
ス
ポ

ー
ツ
ウ
エ
ア
に
身
を
包
ん
で
参
加

し
た
村
民
を
前
に
山
田
勝
明
会
長

が

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
実
際

は
ハ
ー
ド
で
、
ル
ー
ル
的
に
も
非

常
に
厳
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ
て
村
民
相

互
の
親
睦
と
体
力
増
進
に
つ
と
め

て
ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

競
技
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で

指
導
、
特
訓
を
受
け
て
き
た
人
た

ち
だ
け
に
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
手

は
軽
や
か
で
す
が
、
好
プ
レ
ー
の

な
か
に
珍
プ
レ
ー
も
み
ら
れ
、
ス

ピ
ー
ド
豊
か
に
飛
ぶ
シ
ャ
ト
ル
を

汗
び
っ
し
ょ
り
で
追
い
続
け
て
い

ま
た
、
こ
の
日
は
、
他
町
村
と

の
交
流
親
睦
と
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

輸
を
広
げ
る
た
め
に
、
第

一
回
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
会
長
杯

（笹
川
良

一
会

長
）
争
奪
津
軽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
も
開
か
れ
、
鰺
ヶ
沢
、
中
里
、

小
泊
、
市
浦
村
か
ら
参
加
し
た
選

手
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
快

い
汗
の
中
で
親
睦
を
深
め
あ
い
ま

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、
奈
良
勇

一
。
準
優
勝
、
三

浦
美
智
男
。
三
位
、
三
和
剛
雄
、

成
田
実
。

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、
三
和
広
子
。
準
優
勝
、
梶

浦
る
み
子
。

▽
シ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、
自
川
隆
治
。
準
優
勝
、
相

川
常
雄
。
三
位
、
藤
本
恒
徳
。

▽
マ
マ
さ
ん
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、
藤
本
則
子
。
準
優
勝
、
岩

館
逸
子
。
三
位
、
三
上
久
恵
、
松

江
陽
子
。

■
津
軽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

▽
団
体
戦
　
優
勝
、
市
浦
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
。
準
優
勝
、
鰺
ヶ
沢
町
。

三
位
、
小
泊
村

。
中
里
町
。

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
、
本

間
正
純

（諄
ヶ
沢
ヽ
準
優
勝
、
加

藤
武
春

（鰺
ヶ
沢
）、
三
位
、
伊
藤

定
照

（中
里
）、
三
和
悦
穂

（市
浦
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
、
浜

野
孝
子

（市
浦
ｘ
準
優
勝
、
沢
田

愛
子

（中
里
ヽ
三
位
、
奈
良
徳
子

（鰺
ヶ
沢
ヽ
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父母の声援にはりきる
｀
豆剣士ミ

第 1回 ちびっこ剣道大会

１
０
∞
Ю
Ｉ

健
全
な
精
神
は
健
全
な
肉
体
に

や
ど
る
―
―
。
市
浦
村
教
育
委
員

会

（俵
谷
佐
之

一
教
育
長
）
主
催

の
第

一
回
ち
び
っ
こ
剣
道
大
会
は

十
二
月
六
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
四
十
五
人
の

″豆
剣
士
″
が
参
加
し
て
開
か
れ

青
少
年
の
健
全
育
成
と
剣
道
の

普
及
を
め
ざ
し
て
、
相
内
地
区
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
剣
道
教
室

を
開
催
し
て
い
た
も
の
で
す
が
、

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
て
か
ら
は
、
村
内
全
域

に
呼
び
か
け
、現
在
六
十
人
の
″豆

剣
士
″
が
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
練
習
の
成
果
と

技
術
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
、
会
場
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
父
母
む
応
援
に
か
け

つ
け
、
大
き
な
声
援
と
わ
が
子
の

試
合
ぶ
り
に
目
を
細
め
て
観
戦
し

■
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
団
体
戦

優
勝
、
相
内
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム
。

準
優
勝
、
相
内
小
学
校
Ａ
チ
ー

ム
。
三
位
、
脇
元
小
学
校
。

▽
個
人
戦

（低
学
年
の
部
）

優
勝
、
白
川
逸
朗
（相
小
二
年
）

準
優
勝
、
山
内
珠
美
（相
小
三
年
）

三
位
、
下
沢
昭
治
（太
田
小
三
年
）

▽
個
人
戦

（高
学
年
の
部
）

優
勝
、
自
川
康
史
（相
小
四
年
）

準
優
勝
、
三
和
真
季
子

（相
内
五

年
ヽ
三
位
、
福
士
理
子

（相
小
五

年
）

▽
努
力
賞
、
山
田
浩
美

（相
小
一

年
）

B&G財 団会長杯を受けた市浦チーム

45人が参加 したちびっこ剣道大会
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成
人
式
は
、　
一
月
十
五
日
午
前
十

一
時
か
ら
相
内
の
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

該
当
者
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
七
年
　
一

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

教
育
委
員
会
で
は
近
く
、
個
人

ご
と
に
案
内
を
出
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
が
、
対
象
者
は
全
員
参
加

す
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
服
装
は
で
き
る
だ
け
簡

素
に
し
て
、
成
人
式

へ
出
る
た
め

多
額
の
出
費
を
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

成
人
者
名
簿

（
ヵ
ソ
コ
内
世
帯
主
）

{51 広報
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■
渋 小 小 成 浜 士  高 古 中 新 山 沢 葛 村 竹

谷 倉 寺 田 田   橋 川 山 岡 崎 田 西 元 谷

幸 郁 朱 明 隆   和 牧 智 美

子 子 美 美 行  幸 子 明 撃

ミ三色もちミをくばり

みぞれの中 ミ三色もち、をくばる相内
保育所白鳥クラブの会員

めでたく成人に

■
相
内

・
桂
川

・
太
田

岡
　
本
　
富
士
子

（兼
四
郎
）

吉

田

勇

云

鉄

美
）

中
　
山

　

　

真

（佐
　

一
）

〓
一　
浦

利
　
幸

（京

　
一
）

〓
一　
浦
　
晃
　
義

（兼
四
郎
）

西
　
市
　
　
　
研

（本
　
人
）

秋
田
谷
　
せ
き
子

（勇
　
男
）

岩
　
間
　
み
い
子

（定
　
磨
）

鎌

田

圭

子

（好

廣
）

工

藤

鉄

子

（仁

人
）

佐

藤

　

淳

亮

行
）

土
　
岐
　
よ
し
え

（光
　
治
）

九
　
山
　
　
　
功

（武
　
夫
）

奈

良

文

子

（豊

彦
）

■
葛 古 櫛 脇

西 川 引 ・
磯

姜 
和松

子 茂 雄

（
一　

次
）

（忠

　
一
）

（
敬
太
郎
）

悦
　
子

（兼
　
光
）

良
　
悦

（則
　
美
）

真
百
美

（三
　
郎
）

紀
志
子

（繁
太
郎
）

昌
　
悟

（
リ
ツ
エ
）

（恒
　
雄
）

（　
勇
　
）

（政
　
光
）

（精

　

一
）

（春
　
士
）

（勝
　
由
）

（秀
　
弘
）

（十
三
男
）

（　
博
　
）

色
も
ち
″
を
配
り
、
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
ｏ

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
と
老

人
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

交
通
安
全
教
室
、
衡
頭
指
導
を
行

う
な
ど
自
主
的
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
日
も
、
十
七
日
か

ら
始
ま
る
年
末
年
始
の
交
通
安
全

運
動
に
先
が
け
て
衡
頭
指
導
を
行

っ
た
も
の
。

配

っ
た

″
三
色
も
ち
″
は
、
こ

の
日
同
保
育
所
で
交
通
安
全
を
願

っ
て
つ
き
あ
げ
た
も
の
で
、
会
員

た
ち
は
、
青
、
黄
、
赤
色
を
パ
ッ

ク
し
た
″
三
色
も
ち
″
と
チ
ラ
シ

配
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

″
三
色
も
ち
″

に
運
転
者
も

「
安
全
運
転
を
し
ま

す
。

」
と
ハ
ン
ド
ル
を
に
ぎ
り
し
め

服装はできるだけ簡素にしたぃものです

式典は基幹集落センターで

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

十
二
月
十
七
日
か
ら
五
十
七
年

一
月
十
日
ま
で

安
全
運
転
で
事
故
防
止
を

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
は
　
　
△叩
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
ｏ
　
　
　
　
　
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

広
く
付
民
に
交
通
安
全
思
想

・
交
　
　
　
そ
の
事
故
原
因
を
み
ま
す
と
、
　
　
　
ま
た
、
降
雪
の
た
め
道
路
の
セ

通
道
徳
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い
　
　
ほ
と
ん
ど
が
暴
走
運
転
に
よ
る
も
　
　
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
路
側
常
な
ど
も

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
　
　
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
　
　
見
え
な
く
な
り
、
幅
員
も
き
ょ
く

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

　

全
な
運
転
さ
え
し
て
い
れ
ば
防
げ
　
　
た
ん
に
狭
く
な
り
ま
す
。
ス
ピ
ー

防
止
の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
を
目

　

た
事
故
ば
か
り
で
し
た
。
　
　
　
　
　
ド
の
出
し
す
ぎ
は
絶
対
や
め
、
安

的
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
年
末

。
年
始
に
か
け
　
　
全
運
転
を
し
ま
し
よ
う
。

市
浦
村
内
で
は
、
今
年

一
月
か
　
　
て
は
、
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な

ら
交
通
事
故
に
よ
り
五
人
の
尊
い
　
　
る
と
思

い
ま
す
。
酒
飲
み
運
転
は

安自運覇してネ

相
内
保
育
所
白
鳥
ク
ラ
ブ

（吉

田
知
子
会
長
）
で
は
、
十
二
月
十

五
日
、
運
転
者
に
交
通
安
全

″
三
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私
の
住
ん
で
い
る
こ
の
市
浦
村

に
は
、
山
が
あ
り
そ
し
て
海
が
あ

る
と
て
も
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

所
だ
と
思
う
。
こ
の
自
然
の
中
で
、

私
達
は
生
活
し
て
い
る
。

夏
、
十
三
湖
に
は
多
く
の
観
光

客
が
集
ま
り
、
し
じ
み
採
り
を
楽

し
ん
で
い
る
。
私
は
こ
の
美
し
い

自
然
を
利
用
し
て
、
十
三
湖
に
も

つ
と
も

つ
と
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
来
る
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
と

田
や
つ
。

又
、
観
光
客
の
他
に
、
こ
の
土

地
に
住
ん
で
い
る
人
々
も
十
三
湖

か
ら
し
じ
み
員
を
採

っ
て
生
活
し

山
か
ら
は
、
わ
ら
び
、
た
け
の

こ
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
が
採
れ
る
。

こ
の
山
菜
を
採
り
な
が
ら
く
ら
し

て
い
る
人
々
も

い
る
。

山
や
海
か
ら
食
べ
物
を
採

っ
て

生
活
し
て
い
る
人
々
も
い
る
が
、

市
浦
で
は
主
に
田
を
作
り
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
毎
年
の
よ
う
に
や

ま
せ
が
吹
き
、
農
作
物
に
冷
害
を

起
こ
し
て
い
る
。
田
畑
だ
け
で
は

な
く
、
漁
業
に
も
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
、
市
浦
の
住
民
は
大
変

苦
労
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
住
民

は
、
こ
の
や
ま
せ
に
負
け
ず
、
自

分
達
の
生
活
を
守
る
た
め
に
や
ま

せ
と
戦

っ
て
い
る
。

だ
が
、
や

つ
ば
り
自
然
の
力
に

は
か
な
わ
ず
、
昨
年
の
よ
う
に
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
毎
日
の
よ
う
に

や
ま
せ
が
吹
き
、
例
年
に
な
い
よ

う
な
冷
害
を
も
た
ら
し
た
。
私
の

家
で
も
農
家
で
、
田
を
作

っ
て
い

る
が
、　
一
つ
ぶ
の
米
も
と
れ
ず
大

変
困

っ
た
。
祖
母
も
父
も
昨
年
の

よ
う
な
冷
害
は
初
め
て
だ
と
言

っ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
や
ま
せ
と
い

う
の
は
お
そ
ろ
し
い
も
の
だ
と
私

は
感
じ
た
。

昨
年
の
よ
う
な
冷
害
が
あ

っ
た

か
ら
に
は
、
働
か
な
け
れ
ば
自
分

達
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
で
も
こ
の
市
浦
村
に
は
働
く

場
所
が
少
な
い
の
で
、
仕
方
な
く

他
の
土
地
に
仕
事
に
出
た
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

人
々
の
た
め
に
自
然
を
こ
わ
さ
ず

そ
し
て
安
心
し
て

一
年
間
働
け
る

よ
う
な
場
所
を
造

っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

私
は
今
ま
で
大
都
市
に
あ
こ
が

れ
を

い
だ
い
て
い
た
。
で
も
こ
の

市
浦
村
に
は
都
会
の
子
供
に
は
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
知

っ
て
私

の
あ
こ
が
れ
は
大
都
市
か
ら
自
然

の
多

い
市
浦
に
変

っ
た
。

例
え
ば
私
は
小
学
生
の
こ
ろ
よ

く
理
科
の
授
業
で
学
校
の
近
く
の

山
を
見
学
に
行

っ
た
り
、
林
の
中

の
様
子
な
ど
を
見
に
行

っ
た
り
し

た
。
教
科
書
な
ん
か
で
勉
強
す
る

よ
り
、
実
際
自
分
の
目
で
見
た
方

が
よ
く
見
え
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

楽
し
か
っ
た
。

こ
の
ご
ろ
は
自
分
達
が
便
利
で

あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
気
持

ち
で
ど
ん
ど
ん
自
然
を
こ
わ
し
て

行

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
美
し

い
自
然
は
年
々
減

っ
て
い
く
。

私
は
人
間
達
の
手
で
み
ず
か
ら
自

然
を
こ
わ
し
て
行
く
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
う
。
自

然
は
私
達
の
生
活
に
は
大
切
な
も

の
な
の
だ
か
ら
近
く
に
こ
ん
な
に

す
げ
ら
し
い
自
然
が
あ
る
の
だ
と

い
う
こ
と
に
感
謝
し
て
自
分
達
の

生
活
を
だ
め
に
し
な
い
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
ず

っ
と
こ
の
美
し
い
自

然
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

市
浦
村
を
明
る
く
す
る
と
い
う

考
え
は
だ
れ
で
も
が
も

っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。　
一
口
で
明
る
い
村

と
い
っ
て
も
そ
れ
は
と
て
も
難
し

い
事
で
す
。

交
通
事
故
が
多
く
、
し
か
も
で

か
せ
ぎ
者
が
多

い
と
す
れ
ば
明
る

い
村
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

「
交
通
事
故
」
こ
れ
は
と
て
も
大

切
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
小
さ
な
村
な
の
に
今
年
に
は
い

っ
て
村
内
で
死
ん
だ
人
は
五
人
で

す
。
そ
れ
も
そ
の
多
く
は
子
供
、

お
年
寄
り
で
す
。

事
故
を
■
く
す
た
め
に
は
相
内

に
新
し
く
信
号
を
と
り
つ
け
ま
し

た
。
こ
の
た
め
相
内
で
は
以
前
よ

り
交
通
が
べ
ん
り
に
な

っ
た
と
思

し
か
し
、
信
号
を
と
り
つ
け
た

と
し
て
も
け

っ
し
て
事
故
は
防
げ

な
い
と
思

い
ま
す
。
信
号
を
と
り

つ
け
て
も
暴
走
、
飲
酒
運
転
、
と

び
だ
し
な
ど
を
し
て
い
れ
ば
事
故

を
防
げ
ま
せ
ん
。
心
の
中
に
信
号

を
と
り
つ
け
て
、
自
ら
事
故
を
防

ご
う
と
努
力
す
れ
ば
必
ず
事
故
を

防
止
す
る
事
が
出
来
る
と
思

い
ま

明
る
い
村
づ
く
り
、
こ
れ
に
は

事
故
防
止
も
ふ
く
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
次
に
で
か
せ
ぎ
の
事
で

す
。
で
か
せ
ぎ
者
の
多

い
市
浦
村

で
も
あ
り
ま
す
。

よ
く
友
達
は

「
明
日
う
ち
の
父

さ
ん
神
奈
川
か
ら
帰

っ
て
く
る
」

と
い
っ
た
事
を
聞

い
た
事
が
あ
り

ま
す
。
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
顔

で
し
た
。

父
親
が
い
な
い
さ
び
し
さ
が
喜
び

に
変
わ

っ
た
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
で

私
の
お
父
さ
ん
も
青
森
に
い
た

閻 囲村
長
賞村

に
対
す
る
わ
た
し
の
希
望

市
浦
中
一年
Ｂ
組

〓
一　
和
　
裕
　
子 ―

卜
∞
Ю
Ｉ

議長贅

明るく住みよい

市浦村にするために

脇元J状年 相 沢 恵美子

第
二
回
公
民
館
ま
つ
り
に
、
村
内
小

・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
か
ら
多
数
の

作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中

か
ら
村
長
賞
、
村
議

会
置
長
賞
、針
番
長
賞

を
受
賞
し
た
二
人
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

村
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
や
、
思

っ
て
い
る
こ
と
が
、
子
ど
も
ら
し
く
素

直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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時
、
で
か
せ
ぎ
に
い
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
お
父
さ
ん
の
い
な

い

さ
び
し
さ
も
ち
よ
っ
び
り
わ
か
り

ま
す
。
お
父
さ
ん
が

い
な
け
れ
ば

家
の
中
が
暗
い
感
じ
な
ん
で
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
市
浦
村
に
す
る

に
は
で
か
せ
ぎ
者
を
こ
れ
以
上
ふ

や
し
て
は
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
で
か
せ
ぎ
に
い
か

な
く
て
も
良
い
方
法
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
他
に
緑
も
多
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
私
は
植
樹
に
い
っ
て
な
え

木
を
植
え
て
来
ま
し
た
。
そ
の
時

見
た
森
林
は
み
ご
と
な
も
の
で
今

教
育
長
賞

お
か
あ
さ
ん

ぼ
く
の
　
う
ち
は
　
牛
に
ゅ
う

や
で
す
。
だ
か
ら
　
お
か
あ
さ
ん

は
　
ま
い
朝
　
五
時
に
は
　
お
き

て
る
そ
う
で
す
。

は
じ
め
に
　
お
と
う
さ
ん
の

ト
ラ
ッ
ク
に
　
牛
に
？
つ
を
　
つ

み
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
お
と
う

さ
ん
が
　
相
内
や
　
脇
元
や
　
十

で
も
い
ん
し
ょ
う
に
残

っ
て
い
ま

す
。大

き
く
な

っ
た
ら
自
分
の
植
え

た
本
を
見
に
い
こ
う
と
思

っ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
見
た
、
村
長
さ
ん

は
い
ろ
い
ろ
お
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
外
国
で
は
と
て
も
自
然
が

多
く
公
園
の
き
れ
い
な
所
だ

っ
た

そ
う
で
す
。
あ
き
カ
ン
を
ポ
イ

ッ

と
す
て
る
人
は
い
な
い
し
、
た
ば

こ
も
す
て
る
人
も
い
な
い
そ
う
で

す
。

何
か
食
べ
て
も
そ
の
紙
を
自
分
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
る
そ
う
で
す
。

市
浦
村
も
そ
こ
の
国
を
見
習

っ

て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

の
し
ご
と

太
田
小
二
年

下

沢

卓

司

三
を
　
ま
わ

っ
て
　
は
い
た
つ

す
る
か
ら
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
　
太
田
を
　
ま

わ
る
か
か
り
で
す
。
だ
か
ら
　
朝

早
く
　
で
か
け
ま
す
。

ぼ
く
も
　
休
み
の
時
　
と
き
ど

き
手
づ
だ
う
　
こ
と
が
　
あ
り
ま

す
。お

か
あ
さ
ん
は
　
ワ
ゴ
ン
車
か

ら
さ
さ
っ
と
　
牛
に
ゅ
う
を
　
つ

か
み
　

「
牛
に
ゅ
う
で
―
す
」

と
　
は
り
き

っ
て
　
一
け
ん
　
一

け
ん
ま
わ
り
ま
す
。

「
た
く
。
あ
こ
の
い
え
さ
　
一
一本

お
い
で
　
こ
い
」

と
　
い
う
と
　
ぼ
く
も
　
お
か
あ

し

っ
て

「
牛
に
ゅ
う
で
―
す
」

と
　
一元
気
よ
く
　
い
う
と

「
朝
早
ぐ
　
お
ぎ
で
　
め
ん
こ
い

な
あ
」
と
い
っ
て
　
く
れ
る
の
で

「
こ
ん
ど
　
ど
ご
ち
ゃ
　
お
い
で

く
る
」
と
　
い
っ
て
　
お
か
あ
さ

ん
　
み
た
い
に
　
手
早
く
　
や
ろ

う
と
　
い
そ
い
で
　
お
い
て
　
あ

る
き
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
　
は
い
た
つ
が

お
わ
る
と

と
　
い
い
な
が
ら
　
朝
ご
は
ん
の

し
た
く
を
　
し
ま
す
。
そ
し
て

「
は
や
ぐ
　
め
し
　
け
」

と
　
い
っ
て
　
い
そ
が
せ
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
　
朝
ご
は
ん
を

た
べ
な
い
で
　
び
ん
あ
ら
い
に

と
り
か
か
り
ま
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
　
お
と
う
さ
ん
が
　
十

一

時
ご
ろ
に
　
か
え
る
の
で
　
お
と

ん
を
　
た
べ
る
た
め
で
す
。

「
マ
マ
　
は
ら
　
へ
ね
な
」

「
は
ら
　
へ
る
ば
っ
て
　
パ
パ
ば

か
し
て
　
び
ん
を
　
て
い
ね
い
に

あ
ら

っ
て
　
い
ま
す
。

ぼ
く
が

「
び
ん
　
あ
ら
っ
て
　
て
づ
だ
う

が
。
」

「
サ
ン
キ
ュ
ー
、
サ
ン
キ

ュ
ー
。
」

が
ら
　
は
な
う
た
を
　
う
た

つ
て

お
か
あ
さ
ん
の
　
手
は
　
す
ご

く
早
く
　
う
ご

い
て
　
い
ま
す
。

そ
し
て
び
ん
と
び
ん
の
　
ぶ
つ
か

る
　
音
が
　
カ
チ
ン
　
カ
チ
ン
と

な

っ
て
　
い
ま
す
。
そ
し
て
　
手

か
ら
　
び
ん
が
　
す
べ
っ
て
　
レ

ン
ガ
に
　
ガ
チ
ャ
ン
と
お
と
す
こ

と
も
　
あ
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん

す
。お

か
あ
さ
ん
は
　
こ
の
　
ほ
か

に
　
牛
に
ゅ
う
を
　
つ
め
た
り

牛
に
　
水
や
　
ふ
す
ま
を
　
あ
げ

た
り
し
て
　
一
日
中
　
い
そ
が
し

ょ
う
だ

い
け
ん
か
を
　
す
る
と

「
な
に
　
や

っ
て
ら
ば
。
」

な
り
ま
す
が
　
手
つ
だ

っ
て
　
や

な
り
ま
す
。

ぼ
く
は
　
い
つ
ま
で
も
　
わ
か

い
　
お
か
あ
さ
ん
で
　
い
て
　
ほ

将
来
に
夢
を
も

っ
て

去
年
か
ら

「
健
康
で
明
る
い
快

適
な
村
づ
く
り
」
の
集
会
が
開
か

れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
村
内
小

・

中
学
校
の
作
品
展
を
行

っ
て
い
ま

す
。そ

の

一
部
門
で
あ
る
作
文
を
審

査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

そ
の
感
想
を
の
べ
て
み
ま
す
。

今
年
は
、
約
五
十
編
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
わ
た
し

の
住
む
市
浦
村
」

の
題
で
書

い
て

く
れ
た
方
が
約
半
数
で
し
た
。
書

か
れ
て
い
る
内
容
は
案
内
と
い
う

も
の
が
多
く
、
将
来
わ
た
し
た
ち

の
村
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
か
と

い
う
内
容
が
少
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
小
学
校

低
学
年
は

「
父

・
母
の
し
ご
と
」

が
多
く
、
よ
く
仕
事
を
観
察
し
ま

と
め
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

「
将

来
こ
ん
な
村
民
に
な
り
た
い
」
と

い
う
内
容
が
も

っ
と
ほ
し
か

っ
た
。

来
年
も
行
わ
れ
る
と
思

い
ま

す
が
、
も

っ
と
自
分
の
村
を
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
、
自
分
な
り
に
将
来
の
夢
を
も

っ
て
、
実
現
す
る
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「
人
間
に
は

″
ふ
る
さ
と
″
」
が

な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
ふ

る
さ
と
を
住
み
よ
い
村
に
し
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

（作
文
審
査
員
　
鶴
賀
善
宏
）
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十
三
湊
浜
明
神
絵
馬
よ
り

安

東

船

考

創
建
年
代
さ
ま
ざ

ま

湊
神
社
の
前
身
浜
の
大
明
神

の
創
建
年
代
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

ざ

っ
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
康
和
元

（
一
〇
九
九
）
年
十

月
七
日
―
安
東
年
表
。

国
保
安
元

（
一
一
二
〇
）
年
―

安
倍
義
季

（」
Ｍ
″
臥
勁
押
踏
鵬
）

が
十
三
湊
水
戸
口
築
堤
成
就

析
願
の
た
め
。

日
長
寛
二

（
一
三
ハ
四
）
年
―

安
倍
十
郎
高
恒
が
厳
島
神
社

の
分
霊
を
平
家
の
印
許
を
承

け
て
建
立
。
平
清
盛
等
の
発

願
文
が
あ
り
ま
す
。

回
寿
永
元

（
一
一
八
二
）
年
―

熊
野
二
十
三
社
建
立
中
な
ど
。

そ
こ
で
、
創
建
年
代
は
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
よ
っ
て
異
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
は
日
の
康
和

元
年
に
と
り
た
い
で
す
。

年
代
想
定
の
証
拠

「養
老
四

⌒七
二
〇
）
年
、

渡
島
東
日
流
の
津
司
等
に
株
靭

の
様
を
視
さ
し
む
。
東
日
流
津

司
は
入
澗
な
り
。」
の
記
録
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
奈
良
時
代
す

で
に
十
三
湊
に
は
、
港
を
司
る

役
所
が
置
か
れ
、
お
そ
ら
く
土

地
の
蝦
夷

（津
軽
族
）
が
そ
の

役
人
を
努
め
た
？
も
の
で
し
ょ

う
か
ら
、
十
二
湊
が
既
に
中
央

か
ら
認
め
ら
れ
る
だ
け
の
繁
幸

な
港
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に

物
語
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
前
号
で
述
べ
た
よ

う
に
湊
神
社
の
出
土
物
の
中
、

懸
仏

（掛
鏡
、
御み
麟
僣
）
な
る

も
の
は
平
安
時
代
に
始
ま
り
、

主
と
し
て
鎌
倉
、
室
町
時
代
に

盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

康
和
元
年
説
を
と
っ
て
も
何
ら

差
し
支
え
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

藤
崎
安
東
高
星
四
十
歳
位
、
十

三
安
倍
氏
季

（則
任
）
も
四
十

幾
歳
の
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
の
変
遷

そ
の
後
、
寛
喜
三

（
一
二
四

五
）
年
七
月
十
三
日
に
再
建
の

記
事
が
見
え
ま
す
。
思
う
に
、

大
河
兼
任
の
乱
後
鎌
倉
の
御
家

人
が
津
軽
内
三
郡
を
占
拠
し
た

こ
と
か
ら
、
藤
崎
安
東
貞
季
と

十
三
藤
原
秀
直
と
が
寛
喜
元
年

津
軽
野
萩
の
台
で
合
戦
し
、
秀

直
が
敗
れ
た
際
に
浜
明
神
が
焼

失
し
た
た
め
の
再
建
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
建
立
場
所
に
つ
い
て

も
変
運
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
地
図
で
み
ま
す
と
、

羽
黒
崎
方
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
輪
塔
の
部
分
が
湖
中
か
ら
出

土
す
る
あ
た
り
で
し
ょ
う
。
湊

は
貞
応
二

（
一
三
二
三
）
年
日

本
三
津
七
湊
に
指
定
さ
れ
、
日

本
の
十
指
の
中
に
入
る
ほ
ど
胆

賑
し
て
い
ま
す
。

興
日
の
大
津
浪
に
流
壊

興
国
元

（
一
三
四
〇
）
年
突

如
襲
来
し
た
大
津
浪
の
た
め
無

惨
に
も
崩
壊
し
、
弘
和
三

⌒
一

三
人
三
）年
六
月
十
九
日
に
再
建

さ
れ
た
場
所
が
現
在
の
湊
神
社

の
位
置
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
永
正
三

（
一
五
〇
五
）
年

五
月
に
浜
明
神
の
旧
跡
を
腸
ん

で
湊
明
神
を
建
立
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
あ
ま

り
に
も
年
代
が
経
っ
て
い
ま
す
。

延
宝
四

（
一
六
七
六
、
津
軽
四

代
信
政
）
年
四
月
再
建
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

幾
変
遷
を
経
て
十
二
湊
明
神

に
も
今
は
も
う
裸
鮨
で
も
、
鯛

に
よ
る
卜
占
の
行
事
も
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
古
昔
の
行

事
の
復
活
を
念
願
し
て
湊
神
社

か
ら
別
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

因
み
に
、
湊
神
社
に
は
本
田
軍

蔵
町
奉
行
の
寄
進
し
た
大
弓
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑮

く
　
の
　
部

口
に
使
わ
れ
る
　
生
活
の
た
め

あ
く
せ
く
働
く
こ
と
。

口
つ
も
ろ
恨
み

一
番
怖
っ
か
ネ

食
い
物
の
恨
み
怖
っ
か
ネ
。

喰
っ
つ
ぎ
犬
サ
棒
　
誠
に
不
愛

想
な
こ
と
。
ま
た
は
危
い
も
の
に

近
寄
る
な
と
い
う
意
。

食
っ
た
り
持
い
だ
り
産
婆
　
よ

い
も
て
な
し
を
受
け
た
と
き
に
い

首
に
な
る
　
職
を
失
う
こ
と
。

晴
隅
サ
棒
　
突
然
の
意
。
や
ぶ

か
ら
棒
。

部
し
い
中
の
権
椰
み
　
平
生
は

神
を
拝
む
こ
と
を
し
な
い
者
が
、

困

っ
た
時
や
災
難
の
時
に
は
神
仏

に
祈

っ
て
助
け
を
借
り
よ
う
と
す

緻
か
づ
い
た
乞
食
な
い
　
ま
じ

め
に
働
け
ば
こ
じ
き
に
な
る
は
ず

が
な
い
と
い
う
意
。

食
わ
ず
饉
い
　
食
べ
て
み
な
い

で
嫌

い
と
き
め
て
し
ま
う
こ
と
。

雲
つ
か
む
　
ぼ
く
ぜ
ん
と
し
て

と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
。

畦
走
け
る
も
田
走
る
も
同
じ

田
ん
ぼ
の
中
を
走
る
の
も
あ
ぜ
を

走
る
の
も
大
し
て
変
わ
り
な
い
と

い
う
意
。

業
に
す
る
ほ
ど
　
非
常
に
少
量

の
た
と
も

口に
控
√
ぢ
イ
ｏ

沸
こ脅
球
勺

―
∞
∞
Ю
Ｉ
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役場 の電話 は
2111番で す おしらせ Q

青森県営農大学校

学生及び青森県農業

青年大学受講生募集

県では、農業 に従事 又は従事

しよ うとす る青年 を対象 とし、

高度な営農技術 を習得 してもら

うため、次 の とお り学生 を募集

詳細 については、青森県営農

大学校 (電話 017762-3111)
または最寄 りの農業改良普及所、

青森県農務課へ お問い合せ くだ

昭和

“

年

工業統計・工業実態

基本調査にご協力を

製 造業の皆 さん、通商産業 省で

は昭和

“

年 12月 31日 現在で、昭和

56年 工業統計調査 を実施 します。

この調査は、製 造業 を営 む事業

所 を対象 として、製造品の出荷額、

原材料使用額 、有形固定資産額 な

どを調査 し、工業の事態 を明 らか

この統計調査 の結果は、例 えば

都市開発や下水道整備計画の立案

が、各種製 品の生産販売計画 をた

てる場合の参考 にもなるなど、生

また、本年は工業実態基本調査

が行 われます。 この調査 は企業 の

実際の姿 について正 しい資料 を集

め ることを目的 とした もので あ り、

中小企業 の経営の安定 を図 り、国

ぜひ とも必要 なものです。

調査 をお願 いす る製 造事業所 に

は、年末年始 にかけて調査員が調

査票 を持 ってお伺 い しますので、

ご協 力をお願 い します。

なお、調査票 に記載 された内容

は、外部 には もらしませんので安

「国の進学ローン」

のご案内

国民金融公庫では、高校・大 学

へ進学 され るお子様 をお持 ちの ご

家庭 を対摯 として、進学資金貸付

の利用 を呼びかけています。

手続 も簡単ですので、借入 を希

望 される方は公庫へ 申込書 をご請

求 ください。(お電話で も結構です♪

O取扱期間

O融 資限度

1世帯関万 円以内 .

O利率

年8.3%
O使途

学校への納付金、受験費用、

教科書代、制服代、下宿の敦金

など進学に必要 な資金。

O返済方法

お子様 の修学年限以内 の元利

均等 月賦返済。(ポー ナス払併 用

もあ ります♪

O保証人

1名 以上。

進学保証基金利用の場合 は不

要。

その他 くわ しい ことは下 記へ お

問合 せ くだ さい。
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国民金融公庫弘前支店

なお、 お近 くの銀行、信用金庫、

信用組合、農協 、漁協、労働金庫

で も取扱 つております。

郵貯進学積 立 をされている方 は

郵便局へ ご相談 くだ さい。

験
蘭

事
故
防
止
ヘ

ひ
と
こ
と

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会

軒
鷲
鎌
田
和
廣

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
は

十
二
月
十
七
日
か
ら
二
十
五
日
間

行
わ
れ
ま
す
が
、
運
動
の
重
点
目

係
に
、
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
追
枚
、

子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防

止
、
踏
切
事
故
防
止
を
か
か
げ
て

い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
今
年
最
後
の
し

め
く
く
り
と
、　
一
年
間
の
反
省
に

立

っ
た
新
し
い
年

へ
向
け
て
の
ス

タ
ー
ト
の
運
動
で
も
あ
り
、
重
要

で
意
義
の
あ
る
も
の
だ
と
思

い
ま

す
。明

る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、

残
り
少
な

い
五
十
六
年
を
無
事
故

で
過
し
、
昭
和
五
十
七
年
こ
そ
は
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
を
絶
対

出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。子

ど
も
た
ち
も
冬
休
み
に
入
り

気
も
ゆ
る
み
が
ち
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
冬
休
み
中
に
多

い
子
ど
も

の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
み
ん

な
で
気
を
配

っ
て
や
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思

い
ま
す
。
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「
学
社

一
体
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
、
学
校
と
家
庭
や

関
係
機
関

・
団
体
が

一
体
と
な

っ

て
教
育
活
動
を
推
進
し
よ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。

文
部
省

・
県
教
育
委
員
会
も
連

携
協
力
を
重
点
事
項
に
組
み
入
れ

て
は
い
る
が
、
必
ず
し
も
進
展
し

″
断
絶
″
と
い
う
言
葉
が
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
先
生
と
生
徒
、

親
と
子
供
な
ど
の
間
に
意
思
の
疎

通
が
な
く
、
互
い
に
相
手
に
す
る

こ
と
や
言
う
こ
と
が
よ
く
分
か
ら

な
い
、
と
い
う
の
も
そ
の

一
つ
で

て
い
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。

子
ど
も
た
ち
が

一
人
前
に
な
る

ま
で
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
校

教
育
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
従
来
ま
で
は
、
学
校
に
の
み

寄
り
か
か

っ
て
き
た
感
が
あ
る
。

学
校
教
育
の
充
実
に
呼
応
し
、

近
年
社
会
教
育
活
動
も
進
展
し
、

そ
の
機
能
を
次
第
に
発
揮
し
て
き

た
。
し
か
し
現
状
は
、
双
方
の
連

児
期
に
、
親
と
子
の
間
で
は
ぐ
く

親
子
の
心
が
ふ
れ
あ
う
た
め
に

は
、
ま
ず
第

一
に
自
由
で
の
び
の

び
し
た
雰
囲
気
が
必
要
で
す
。
子

供
が
親
を
怖
が
っ
て
何
も
言
え
な

い
よ
う
で
は
困
り
ま
す
。

次
に
、
お
母
さ
ん
は
で
き
る
だ

単
な
る
言
葉
の
や
り
と
り
で
な
　
　
け
子
供
と
共
通
の
体
験
を
持
つ
よ

く
、
言
葉
の
向
こ
う
側
に
あ
る
相
　
　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
大

手
の
気
持
ち
を
知
り
た
い
と
だ
れ
　
　
切
な
の
は
、
親
の
方
が

一
方
的
に

で
も
思
う
も
の
で
す
。
相
手
に
対
　
　
子
供
に
近
づ
く
だ
け
で
な
く
、
時

じ
保
で
接
し
て
理
解
し
合
う
、
と
　
　
に
は
逆
に
、
子
供
を

一
人
の
人
間

い
っ
た

″心
の
ふ
れ
あ
い
″
に
よ
　
　
と
し
て
扱
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
幼
　
　
　
親
と
子
の
間
で
そ
ん
な
必
要
が
、

０

園

囲

∪

の
び
の
び
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に

生

ま

れ

る

と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

心
と
心
の
結
び
つ
き
は
、
お
互
い

の
立
場
を
尊
重
し
合
う
と
こ
ろ
に

育
ち
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
子
供
扱

い
に
し
て

「
子
供
は
親
の
言
う
こ

と
を
だ
ま
っ
て
聞
い
て
い
れ
ば
い

い
」
と
い
っ
た
親
子
関
係
を
続
け

て
い
る
と
自
主
性
が
育
ち
に
く
く

携
協
力
の
必
要
性
が
ゎ
か

っ
て
は

い
る
が
、
自
分
の
傾
城
に
の
み
固

執
し
、
他
の
機
関
と
積
極
的
に
情

報
提
供
を
し
合
い
、相
手
の
動
き
に

対
し
て
進
ん
で
協
力
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。

将
来
も
こ
の
よ
う
な
現
象
が
続
く

な
ら
ば

「
学
社

一
体
」
も
か
け
吉

だ
け
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
独
自
性
を
も
ち
な
が

ら
も
協
力
し
な
が
ら
教
育
活
動
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校

・

家
庭

・
社
会
教
育
機
関

・
団
体
が

発
達
段
階
に
お
け
る
生
涯
教
育
の

意
義
を
よ
り
一
層
理
解
す
る
と
同

時
に
、
相
手
の
機
能
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

そ
の
理
解
を
助
け
、
実
践
の
手

が
か
り
を
つ
か
む
た
め
に
は
、
個

人
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

村
内
及
び
各
地
で
行
わ
れ
る
研
究

会
や
行
事
等
に
参
加
し
、
肌
で
感

じ
な
が
ら
研
修
を
積
む
こ
と
こ
そ

視
野
の
広
が
り
に
結
び
つ
き
、
よ

り
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
だ

な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
成
入
し

て
も
お
と
な
の
社
会
に
溶
け
込
め

な
か
っ
た
り
な
ど
、
人
間
関
係
が

う
ま
く
い
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ

こ
の
よ
う
に
、
親
と
子
供
の
関

係
が
、
子
供
の
将
来
の
人
間
関
係

を
決
め
て
し
ま
う
、
と
言
っ
て
も

言
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
親
が
ほ
か
の
人
と
ど
ん
な
つ

き
合
い
方
を
し
て
い
る
か
、
子
供

は
よ
く
見
て
百
る
も
の
で
す
。

親
の
後
ろ
姿
を
見
て
子
供
は
育

う
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
親
が
社

会
と
ど
ん
な
ふ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
る
か
が
、
子
供
の
性
格
を
形
づ

く
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
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山
内
興
一
郎

（相
　
内
）
７９
歳

糸
谷
　
健
治

（相
　
内
）
８７
歳

多
生
省

二
年
続
き
の
冷
書
に
み
ま
わ
れ

た

一
九
八

一
年
も
余
す
と
こ
ろ
数

日
。
な
ん
と
も
あ
わ
た
だ
し
い
年

の
瀬
と
な
り
ま
し
た
“

績
雪
地
で
は
、
交
通
事
故
や
火

災
の
発
生
も
多
く
な
る
季
節
。

こ
の
冬
を
付
民
お
互
い
が
か
ば

い
合

い
、

い
た
わ
り
合

っ
て
乗
り

切

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
、
健
康
で
よ
い
お
正
月

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
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詢

お
運

沙
紀
　
（脇
元
）
堅
三

夕
子
　
（脇
元
）
逸
朗
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